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は　　じ　　め　　に

昭和51年5月に岐阜県の自然と歴史の総合博物

館として開館して以来、本年で5年目を迎えるに

いたりました。この間、生涯教育の一翼を担う社

会教育機関として、一歩一歩前進してきました

が、博物館活動も量・質とも徐々に充実の度を加

えてきました。今まで県内にうずもれていた文化

財を発掘して、その成果を特別展として公開し、

好評を博してきました。また、見るだけでなく、

参加する博物館を目指して、教育普及の各種行事

を開催してきましたが、その数は年を追って増加

し、また内容は多岐にわたってきています。

日曜日になると家族連れがたくさんやってきて

楽しそうに展示に見入っています。また、中には

熱心、に質問をする人もいます。こうした光景を見

ると職員一人一人がより一層魅力的で、身近な博

物館を目指して努力しなければならないと痛感し

ます。

ここに昭和54年度の活動記録をまとめた館報第

3号をお届けします。御意見、御希望などお気づ

きの点がありましたら博物館へお寄せください。

博物館は県民のみなきんのものです。時代に対

応する開かれた博物館にするべく、創造と工夫を

凝らし、いつでも新鮮な内容を準備していくつも

りです。今後とも御理解と御協力を賜わりますよ

う、よろしくお願い申し上げます。

昭和55年7月

肢阜県博物館長

大　橋　桃　之　輔



I　昭和54年度の　あ　ゆ　み

開館4年日を迎え、真に生涯教育の場としての

今日的課題を基に、郷士の総合博物館としてのも

り方を再認識し、単に“展示を見学する博物館”

から、‘‘楽しく学べる博物館”更には“参加する

博物館，，へと志向して地道な努力を積み重ねてき

た。

春4月の特別展一濃飛の先史時代「縄文土器と

石器の神秘」は、郷土に出土した縄文時代の遺物

約150点の展示をとおして、日本人の裡先である

縄文人の姿や心をきぐり求めることとした。

夏の特別展－「世界の貝」は、陸貝をはじめ、

日本近海及び世界に生息する貝を中心、に標本約

1，000種、3．000点、パネル及び生体等約50点を展

示した。

秋には、幕末に活躍した郷土の詩人梁川星巌を

はじめ先人の遺墨、遺品等約110数点を「濃飛の

文人」として特別展示した。

また、11月には、全国で初めての試みである
「視覚障害者コーナー」を常設展示の一環として

設置し、縄文土器等30数点を触案によって理解で

きるよう展示して大きな反響を呼んだ。

資料紹介としては、12月に中国六朝時代の石

仏、唐宋時代の仏頭及び可児町等に伝承された土

人形などを「土人形と中国の仏像」として、3月

には県下の「帰化植物」をわかりやすく紹介した。

教育普及活動としての主催事業を前年度の「自

然観察会＿I、「体験学習会」のほか、新しく「自

然教室」、「標本の名前を調べる会＿、「人文教

室」を開催した。

なお、従来学芸員の調査・研究の成果は、その

つどi‾館報」、「だより」等に発表してきたが、

本年度「肢阜県博物館調査研究報告」第1号とし

て発刊した。

日　　　誌　　　抄

4・1　人事異動

退職　次長兼総務課長　　水間　紀彦

業　務　嘱　託　　松岡　芙蓉

転出　主任主査兼管理係長　　鷲見　照男

主　　　　　　査　　酒井田卦市

主　　　　　　事　　戸田　昭子

主　　　　　　事　　木野村　弘

教育普及　係　長　　鷲見　峯男

学　芸　嘱　託　　木野村恭一

転入　次　　　　　　長　　杉本　　稔

総務課長兼管理係長　　西村　義郎

主　　　　　　事　　宮西　武彦

主　　　　　　事　　久保　友子

主　　　　　　事　　古田　信彦

業　務　嘱　託　　山木佳代子

業　務　嘱　託　　加藤由紀子

教育普及　係　長　　鈴木正太郎

学　芸　嘱　託　　国光　溢夫

学　芸　嘱　託　　宮野　伸也

4・1「博物館だより」第8号発行

4・10　在ブラジル連邦共和国県人会一行来館

4・15　40万人白人館　記念品贈呈

4・27　特別展「縄文土器と石器の神秘」開幕

5・7　害虫駆除

5・10　国連地域開発センター国内研修

5・12　東海北陸副出納長会一行来館

5・13　「岐阜県野鳥保護のつどい」開催

5・20　「縄文譜を聴く会」開催

5・20　岐阜県博物館協会総会

5・27　特別展「縄文土器と石器の神秘」閉幕

5・30　日本博物館協会館長会議に館長出席

5・31日本博物館協会総会に館長出席

6・2　東海北陸6県教育長会議一行視察

6・3　鹿児島県青年団体一行来館

6・8　総理府島村統計局長来館
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6・14　文部省伊田助所課長補佐視察

6・17　自然教室開催

6・21東海地区博物館連絡協議会総会

福島県教育委員会青柳文化課長視察

6・27　全国公平委員会一行来館

6・28　長野市千野教育管理部長視察

7・1　「館報」第2号発行

「博物館だより」第9号発行

7・5　文部省小林特殊教育課長補佐視察

7・7　岐阜大学社会教育主事講習生研修

7・13　東海北陸検察庁検事一行来館

7・15　サイパン・マリアナ高校生一行来館

7・20　福島県議会議員一行視察

7・21特別展「世界の貝」開幕

7・27　立教大学博物館学研究室生一行来館

8・3　文部省横山給与係長視察

8・10　体験学習会「土人形の色付け」開催

8・21工業技術院地質調査所磯見次長来館

8・26　「標本の名前を調べる会」開催

8・29　自治省柳交付税課長視察

8・31特別展「世界の貝」閉幕

9・2　オイスカ台湾研修生一行視察

9・5　東海地区都市施設課長会議一行来館

9・18　害虫駆除

9・20　第27回全国博物館大会に学芸部長出席

9・30　中華人民共和国軽工業代表団視察

10・12　特別展「濃飛の文人。開幕

10・14　ブラジル連邦共和国サンパウロ州モジ

・ダス・ク）レーゼス市会議長一行視察

10・23　大蔵省理財局国庫課江藤係長来館

10・24　宮崎県議会議員一行視察

10・28　人文教室開催

10・31警察庁山崎首席監察官一行来館

11・2　福島県議会議員一行視察

11・4　広島県立美術館友の会会員来館

11・7　岐阜県博物館協議会開催

東海4県市長会一行視察

11・8　文部省社会教育局山本視聴覚課長視察

11・11自然観察会「百年公園の自然観察＿開催

11・12　東海3県博物館協会交流研究会

11・13　上記会員視察

文部省社会教育局轟木専門職員視察

11・14　特別展i‾濃飛の文人」閉幕

11・16　東海北陸地方課長会議一行視察

11・24　害虫駆除

11・29　「視覚障害者コーナー」開設

12・8　三重県教育委員会長井文化課長視察

12・18　資料紹介「土人形と中国の仏像」開催

1・21文化庁半沢技官視察

1・22　国立近代美術館滝沢氏視察

1・24　栃木県博物館建設準備班長視察

1・25　岩手県博物館建設事務所長視察

国土庁大都市圏整備局吉村計画官視察

1・29　国立民族学博物館小林普及係長視察

1・30　大蔵省理財局地方資金課諸橋氏来館

2・2　静岡県議会事務局長来館

2・14　岐阜県博物館協議会開催

2・15　東海地区県造園緑化協会会議

2・19　栃木県総合企画室船橋主幹来館

2・22　東海農政局一行来館

2・28　館内消防訓練実施

3・1　資料紹介「帰化植物」開催
「調査研究報告」第1号発行

3・4　鹿児島県立博物館君付次長視察

文部省体育局大島事務官来館

自治大学校秋田副校長来館

3・5　建設省都市局公園緑地課笹倉係長来館

3・8　農林水産省構造改善局原課長補佐来館

自治省財政局日置課長補佐来館

徳島県立博物館朝日次長視察

3・21害虫駆除

3・24　長野県文化財保護協会会長視察

3・25　新潟県文化行政課近藤副参事視察

3・26　県新規採用職員研修実施



Ⅱ　管理運営概要

1．組　　織

1）機　構　　　　　　　　　　　　　　　　　庶　務　係 剪�
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ケ
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信
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真

晴
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由

早

村

地

西

保

島

村

石

田

田

井

野

原

藤

西

西

村
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西
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岩
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大
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（3）博物館協議会委員（アイウエオ順）

て）印・…‥会長　　○印・…‥副会長

昭和55年5月15日現在

氏　　　　　　名　　　　　住　　　　　　　　所　　　　　　現　　　　　　　　職

保i　岐阜市加納鉄砲町

多　　聞　　岐阜市青柳町4－57

又　　吉i　羽島市竹鼻町2733

愚i　岐阜市城田寺1108

華　　人

斉

忠　　夫

金　　雄

岐阜市萱場町中越599－11

大垣市荒尾町1077

稲沢市下津町東国府34

各務原市那加雲雀町37

井　　重三郎i　肢阜市鏡島西菖蒲池1621

田　　三　　里i　肢早苗鷺山若水町1丁目

岐阜県公民館連合会会長

岐阜県高等学校長協会会長

千代菊㈱取締役社長

岐阜県中学校長会会長

岐阜日日新聞社専務取締役

㈱大垣共立銀行取締役頭取

岐阜大学教育学部教授

大垣女子短期大学教授

学校法人佐々木学園理事長

岐阜県小学校長会会長

2．予　　算

（単位千円）

82，150

英

幸

坂

小

玉

土

野

林

深

和

○

　

　

◎

村

脇

倉

牧

田

屋

村



3．人館状況

今年度の入館者総数は88，969人、年間開館日数

297日より算出すると1日平均　299人であった。

月別の入館状況は下表のとおりであるが、5・

10・11月の3か月間で全体のほぼ半数を占めてい

る。1日の最高は5月5日（こどもの日）の2，658

人で奉り、ゴールデンウィークの入館者は12，022

人を数え、年間総数の13％を記録した。

団体入館者をみると432団体、36，511人で年間

○　博物館入館者数

総数の41％にのはるが、月別では10月が最も多

く、団体入館者総数の28％を占めている。更にこ

れを県内・県外別にみると県内が344団体、26，470

人で全体の約70％を占めるが、県外では愛知県が

圧倒的に多く、26％を記録した。

特別展の入館状況については、通算開催日数91

日間に入館者は48，929人を数えた。これを1日平

均にすると　537人で、年間のそれのほほ2倍であ

る。また総数をみても全体の半数以上にのぼり、

特別展の吸引力がはっきりとうかがえる。

月　別i　小中生
‾TTT‾示さず 皇竺⊥二＿撃 計）開館日数！1日平均

l

342人14，345人18，419人1　26日

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

302

副題照一
竺＿I

1，279

甘苦三一一　一一十一

1月l　　509

輩一撃
3）546114・641l　　25

3．484110，5031　24

一一一十　一一一一一一l　一一

1，18411，872　　　　　22

1，06511，637）　22

。8「‾‾す十干。五十言も。「「‾ら「

2，4241　231

合計139・941　6・912

ー　3・264

十一一一十
）42・1161

‾請‾「‾∴15：

88，969　1　　297

323
人

○　特別展期間中の入館者数

特別展名車　　間中中生巨大生十　訂　計 

渡飛の文人154，10．12～54．11．14l11，899 i －「‾‾‾‾⊥‾－‾‾‾÷－‾‾－車67TT百十壷－‾‾‾㌫ 　　　　　　　　i 
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Ⅲ　事　　業　　概　　要

上　常　設　展

（1）刀剣コーナー　　（昭和51年度～昭和54年度の展示資料一覧）

昭利　51年度 傴ｩy���S(��D�7��昭和　53　年度 傴ｩ����SH��D�7��

第 �� �8����ﾉ]Il�OY��68�=ﾈ���h�｢� 

フI　無銘偏西蓬 �� 

期 �� �� 刀　銘越前焼継 �� ��

五 ��ノ］銘兼奈（兼松） ��相手　銘相模守藤原政常人道 
知力銘相模守藤原政常 　　‾′し．、　一㌔‾ 

～ �� ��JJ　銘満州仕業光 

七 ����

月 ����

位・ �� ��Y|ﾘ��l�+ﾉ�ﾙw�Eh�仞�l��ｩti�ﾂ� 
弗 �� ��ブ）　無銘（云（塙江高津 

期 �� �� 

信任∠1 
八 � � 

～ �� �� 

○ 又����

月 ����

空手 �驂ﾘ��k9l�����処ｸ顫ﾈ肺ｭｸ�｢�ノ子　短銃在，高津 �� jj　無銘（云直江芯津 �� 

巧 �� ��大力　銘I冊子面引用∴高子」÷広 

期 �� �� 

〈 豫ｨ�ｨ��､ﾂ�∴l∴子 ��）再ノ）　玉名東湖 

旦 �� ��

牙l �� �� 

囲 ��太ノJ　銘国次1日＿し直主夫i） �� 

期 ����Vｦｨ��l�ｹ�tb� �� 

頗主武疎宗‾∵良嘉浩」 � 

～ 回 目 � �?�6ﾘ+h�h���於津滞金森宗利運人と 



（2）視覚障害者コーナー

①　経　　緯

博物館はまず目をとおして学ぶ教育機関である

ところから、目の不自由な人には不向きと考えら

れてきた。昭和52年に岐阜県立盲学校の生徒が見

学に訪れた際、付き添いの先生方が展示の雰囲気

を少しでも伝えようと一生懸命説明していた。こ

の様子を見てデスモスチルス全身骨格標本に触れ

てもよいという特別の便宜を図ったところ、生徒

の喜びようは大変なものであった。この経験から

視覚障害者にも直接に手に触れて、その触感で資

料を理解できるような学習の場をどうしても確保

したいとその方策を探ってきた。こうしたおり、

日本博物館協会が国庫補助を得て視覚障害者のた

めに複製資料を製作することを企画し、全国に向

けそれを具体化する博物館を募ったので、当館は

逸速く名乗りをあげたのである。

②　触察資料

日本博物館協会が中心、となって企画した資料は

12点、国学院大学名誉教薮樋口滞之博士の監修を

うげ、同大学にある石器・土器を実物に合わせて

樹脂で成型し、彩色して仕上げた。製作にあたっ

ては数回の検討会を重ね、質感を高めることに留

意した。一方当館では先に特別展「濃飛の先史時

代一縄文土器と石器の神秘－」を開催したおり、

縄文土器の製作工程を示すため、四日市市在住の

武馬正敏氏から御協力を得たことがあった。武居

氏は縄文土器の製作方法を長年研究した結果その

再現に成功したのである。その武馬氏に「視覚障

害者ユーナ「」の趣旨を説明したところ、それに

賛同し、実物と法量、文様が寸分かわらない複製

縄文土器18点を寄贈された。これらの資料に当館

で複製したものを加え、縄文・弥生・古墳時代等

の遺物の複製が触察資料として用意された。

③　「視覚障害者コーナー」の開設

昭和54年11月29日、岐阜県立盲学校生徒や岐阜

県盲人協会関支部会員ら関係者約50人が出席して
「視覚障害者コーナー」の開設式が行われた。こ

れは全国でも初めての試みで、博物館としては画

期的なことである。展示資料は30点余り（右記）

1点ごとに点字の解説を付け、弱視者には大きな

解説板もある。視覚障害者の利用申し出に対して

はコンパニオンが付き添って指導する。昭和55年

度には触察資料の移動展を高山市で開催すること

が計画されているが、今後は新しい活用のしかた

と資料の充実を目指していきたい。

展示資料一覧

名　　称i出土地i諜i時代i備考

諜磐線文丸底嘩屋洞穴
阿王台式土器i阿王台遺跡

台付浅鉢　　　余山貝塚遺屁

打製石斧　！不明

装飾付壷　　i平沢遺跡

高杯　　　　　i鉾田遺跡

武装男子埴輪鹿粥≡

長野県i韻文草創躍協

東京都iク中期i　〟

千葉粛　々晩期ら
ノブ

神奈川広生中尉（22烹）

福岡県ら後尋ク
埼玉県i古墳中期　ク

埴輪馬

家形埴輪

諜（はそう）1割島部柳津
i町出土

こしき　　　　　不明
i

鷹島式小鉢　　…諏訪市千鹿

遮光器脚萬憧須田囲

隆起線探鉱　i馬高遺跡

火炎形探鉱

香炉形土器

双環把手付探鉱

曽畑式探鉱

徳利形壷

渦巻文鉢

香炉形土器

朱塗鉢型土器

櫛描文壷

貝殻文台付壷

礫器

沖の原遺跡

札沢遺跡

長塚出土

林遺跡

岐阜県！ク後坤　〟

園長間溺

岐阜県』，六㌧
i

千葉県

岐阜県

長野県

新潟県

ケ

長野県

ノブ

岐阜県

蒜韻書禁茜
四国間田園

i

下の山遺跡　鳥取県弥生後期

津町　　i i

高山市泉水

加茂郡白川
町
四郷遺跡

ケ　縄文中期

〟∴i／ン∴年

々　弥生後期

東京都秋月屈原京都縄文中期
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2．特　別　展

（1）濃飛の先史時代－

縄文土器と石器の神秘

4月27日／－5月27日

縄文時代は、約1万年前に始ったといおれてい

る。それからおおよそ8千年間、縄文人は自然の

中で、狩猟や採集を中心、とする採集経済を基に同
一文化相の社会を続けていた。この時代は、土器

の変化を手がかりとして、6時期に分けることが

できる。

岐阜県下濃飛の縄文遺跡は、200余か所を数え

ることができる。湖や川筋に沿った台地や丘陵地

の各遺跡から出土する土器を眺めると、土器文様

がもっとも発達した縄文時代中・後期には、長野

県を経て木曽川沿いに下ってきた関東南部系の文

化と、富川・jii上jii・大人賀川・小島川沿いに

広がり、飛騨川沿い文化と合流した北陸系の文化

とが、美濃加茂・各務原等の台地の文化に影響を

与えていることがわかる。一方関西系の土器文化

は、損斐川や長良川流域にひろがり、それ以前に

ーi轟騨謙 
ii十言　問言i二ii譲葦麹 

一　驚ズii � 剪�

∴∴ 剪���

懸i �� 

伝えられた文化と合流し、ひろがっている。そし

て、これら東西の纏文中・後期の文化の融合され

た美濃平野一帯は、土器の芸術といおれる勝抜式

から加曽利E式と呼ばれる土器表現の華が開い

た。それは、回転縄文から指やへら先が自由に文

様を描き、つくる人のもつ美的な感覚を十分に発

揮してつくりあげられたものである。

今回の特別展の第1の意義は、県下で出土した

代表的な修復土器65点、タイプ土器片80点を展示

9

して、中期土器を中心に草創期から晩期までの土

期の変化を追跡したことである。更にその中で、

全国的に数少ない中部山岳地域の特色を示す釣手

式土器12点を集めたことである。

次に長野が土器文化圏の頂点とすれば、濃飛ば

石器文化闇ということができる。その石器薪約

500余点を展示できたことも大きな意義がある。

従来石器は、展示に映えないところから、多くの

紹介がなされなかったが、石器具を生活用具・装

飾用具・信仰用具の用途別且つ系統的に展示を試

みた。すなわち、草創・早・前期の石器を代表す

る尖頭器・掻器・石槍・石匙・右鎌をはじめと

し、中期以降は右鎌の変化と打製石斧の地域的な

形態の変化、乳棒状石斧と右皿・右棒・凹右等を

展示して、土器を含めこれらより類推できる農耕

の存在の問題を提示した。

また、後・晩期に、中部山岳地域を中lmこ発達

した御物石器や右冠・右棒とか、この他石刀・右

剣・独鈷石・多頭石斧など石造物や、非実用性の

強い走角式石斧や有孔石斧、装飾具の勾玉や扶状

耳節などの展示は、縄文人の呪術性を考えるため

の主要な遺物を紹介したことになる。特に御物石

器16点が出品されたことも異形石器研究の上でも

大きな意義があったと考える。

今回の展示では、全国的に数少ない後期の丸木

舟や、自然生活を反映した縄文人の頭骨3点及び

食用の獣骨片、山地に発見される貝輪、牧野小山

遺跡から出土した全資料の公開、このほか実験考

古による復原土器の展示なと、展示の手法にも県

内外の観覧者に大きな反響を与えた。

また、会場の雰囲気を高めるものとして、ベル

ギー国際音楽コンテストに、ii‾縄文譜」を作曲し

グランプリ賞を受けた藤掛広幸氏に、シンセサイ

ザーによるBGMを作曲していただき、縄文鑑賞

会を開いたことも特筆される。

期間中の来館は2万人を数え、小中学生の関心

は特に高かった。県内外の郷土史家の来館も多か

った。

このことよりはるかな私たち祖先の生活や心を

さぐり求めた今回の特別展によって、埋蔵文化財

に対する理解を深め、その愛護の輪を広げていく

ことに寄与できたと考える。
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（2）世界の貝　一その実と造形－

7月21日～8月31日

四方を海で囲まれた日本は、昔から貝に接する

機会も多く、食用や装身具などとして利用され、

貝は人々に親しまれてきた動物である。

貝は、動物の世界で昆虫についで種類が多く、

地球上に約112，000種が生息するといわれ、なか

でも、日本の近海や陸地には約6，000種が知られ、

日本は、世界でも有数の貝の採れる国である。

当県においては、海に接する県に比べ、貝に触

れる機会は、子どものころから少ないといえる。

この特別展では、宮内庁から天皇陛下御採集の

標本の特別出品もいただき、身近な貝をはじめ、

広く世界に生息する貝を展示した。

なお、この機会に、員の生活や分布、貝と人と

のふれあいなどの理解を深め、貝に対する興味と

関心の高揚、ひいては、自然がかもしたす神秘に

も接することができるよう意図して企画した。

ここで、展示の主な内容を記載することにする。

特別出品　天皇陛下御採集標本

奪 ∴ 

髄 �����������ｼ��H����B��>V����������ﾙｹ:�ﾉﾂ�

陛下がおんみずから御発見になった新種、サガ

ミナガニシなど3点をはじめ、オオイトカケカィ、

リンボウガイなど貝を代表する標本の御出品を賜

わった。

日　本　の　貝

陸に住む貝や、淡水に住む貝をはじめ、海水浴

や潮干狩でよく見かける岩磯や砂浜に住む貝・日

本近海の浅い海や深い海に住む貝を展示し、身近

な貝を通して、貝が生息する環境と貝の外形や色、

種類などを理解できるよう工夫し、このコーナー

で貝標本895点を出品した。

11

世　界　の　貝

日本より北の海に住む貝と南の海に住む員に大

別し、世界に生息する貝を1，489点紹介した。

北と南では、色彩、光沢、殻の厚さ、大きさ、

それに種類の数などに違いがあることを把握でき

るよう展示した。

日本を代表する貝

生きている化石ともいわれる珍しいオキナエビ

ス、ベニオキナエビス、コシダカオキナエビス、

テラマチオキナエビス、リュウダウオキナエビス

をはじめ、形が整って色も美しく、産出が稀少な

ことなどで貴重な貝といわれている日本の三名

宝、それにオオイトカケ、リンボウガイ、ヒオウ

ギ、ニシキピクテオビ、チマキボラなど、日本近

海で生息する代表的な員を一角に集め紹介した。

珍　し　い　貝

コケミミズガイ、カブラガイ、ツバメガイ、ク

マサカガイ、ガンゼキバショウなど形のかわった

貝をはじめ、毒牙を持ったアンポイナやタガヤサ

ンミナシ、美しい色彩やがら模様のあるナショウ

ダカラ、ウミノサカエイモガイ、世界の三名宝の

シンセイダカラなど併せて243点を展示した。

貝のなかまとからだ

実物標本をもとに貝のなかまの分類を紹介する

とともに、貝のからだのつくりを図解や標本をも

とに理解できるようにした。

なお、二枚貝や巻貝の外形による大別について

も標本展示により紹介した。

世界のカタツムリ

岐阜県は、山や川が多く地形が複雑であって、

さまざまな環境のところがあり、それに、石灰土



質が豊富で陸貝の生育に恵まれている。

現在では、県内で117種が確かめられている

が、ここでは、世界各地のカタツムリ　220点を展

示し、生息場所によって大きさや色彩に違いのあ

ることなどの理解ができるようにした。

そ　の他　の　内　容

世界地図の大パネルの上に各地域の代表的な貝

を取り付けての分布の表示。岐阜県内産の特異な

貝とその分布。貝の住み場所とそこに住む貝のか

らだの構造。県内産を主にした、ありふれた貝の

化石。

また、市場で見られる貝、貝と寄生虫、貝をデ

ザインした世界各国の切手の紹介など、人の生活

にかかわりの捻る内容。

更には、貝の生態を見ていただくため、淡水産

及び海水産の生きた員の展示も含めて構成し展示

した。

この特別展では、世界各地に生育する貝の標

本、1，255種、3，367点。その他パネルなと109

種、370点を展示し、会期中に約11，000人の観覧

者を数える盛況であった。

薬懸 �� ��
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なお、この特別展を開くに当たって宮内庁から

は天皇陛下御採集の標本を御貸し下げいただいた

のをはじめ、村上貝類研究所、国立科学博物館、

その他、多くの方々より多大の御尽力を賜わった

出　品　内　容

（特別出品の貝）

サガミナガニシ、ハヤマヒラコマガイ、ミタマ

キガイなど、相模湾産7種。テンシノツバサガイ

（フロリダ）など3種。貝類図鑑2点。

（日本の貝）

日本の南西沿岸産の貝を7つのコーナーに分け

て展示。

陸に住む貝のツクシマイマイ（福岡県大嶋山）

ナミマイマイ（福井県小浜）など27種120点。

淡水に住む貝のトガリササノハ（岡山県倉敷）な

ど29種　80点。磯の貝25種、100点。砂浜の貝

32種　97点。浅い海の貝のベンケイガイ（和歌山

県）、マベガイ、マクラフデ（沖縄県）、モスソガ

イ（伊豆大島）など135種334点。深い海の貝

74種164点。日本の代表的な貝13種25点。

（北の海の貝）

ホタテガイ（北海道）、ミギマキタテゴトナシボ

ラ（ベーリング海）など48種113点。

（南の海の貝）

アカネアワビ（カリフォルニア）、ムラサキムカ

デカイ（モーリシアス）、オオゾウガイ（フィリ

ピン）サラサマクラ（ポリネシア）、シノノメイモ

（オーストラリア）など488種1，376点。

（珍しい貝）

アラブラオオニシ（アラブラ海）、ミミズガイ

（フィリピン）、ベンガルイモ（ベンガル湾）、サラ

灘i ������

繚 �� ������ 剪�
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サダカラ（アフリカ西部）など160種　243点。

（浮遊する貝）

マサコカメガイ（静岡）、マルカメガイ（高知）

カメガイ（鹿児島）など12種　58点。

（世界のカタツムリ）

スミレマイマイ（フィリピン）、チチカケマイマ

イ（ニューギニア島）など81種　220点。

その他、肢阜県内の珍しい陸貝など　425点。

それに貝の化石、切手なと109種　370点。
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（3）濃飛の文人　　　　　10月12日－11月14日

美濃・飛騨両国の文教は、文化・文政期より幕

末に至る間、その最盛期を迎え漢学詩文・国学・

和歌・俳譜等の諸分野に多くのすぐれた文人を輩

出した。

本展はこうした濃飛文教史上一段と光彩を放っ

た時期の文人に焦点をあて、そのすぐれた書・画

及び遺品を展観し、郷土文化の特性と併せてその

文化の粋を紹介することを意図した。

美濃が古くから東西交通の西路として位置し、

東西文化の動向と深くかかわり、その影響をより

多く受けてきたのに対し、飛騨は四方を山に囲ま

れ、おのずから文教の性格を異にしていた。本展

ではこうした濃飛文教の相違を踏まえ、全県的立

場からその地域性・系統性を考慮しつつ、14人の

文人をとりあげた。

まず美濃の文教のうち、大垣を中心とした西濃

及び、美濃を中心として中濃に広がる文壇におい

ては、漢詩文が最も風靡し、i‾詩壇の菓雄」とい

われ、かつ日本の李白とも称された漢詩人梁川星

巌をはじめ、頼山陽に師事し、その影響を受けた

多くのすぐれた文人たちが輩出した。したがって

本展では、特に頼山陽を加え、西濃では梁川星巌
・その妻紅蘭・閏秀詩人として名高い江馬細香・

大垣藩の家老で詩社「較菜社，iを組織した小原鉄

心・詩人で南画家の高橋杏村・医家でありかつ詩

文にも長じた神田柳渓・中濃では山陽門下の高弟

村瀬藤城をはじめとして、その弟でありかつ南画

界に重きをなした村瀬秋水、更には村瀬一族であ

り藤城門下四天王の一人でもある村瀬太乙をとり

あげた。こうした人々は互いに交友し詩才の研鎖
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にっとめ、特に美濃大垣では、梁川星巌等を中心

として「白鴎社」を結成して集い、美濃文教の一

大盛期を築いたのである。

また東涯からは、岩村藩から出て幕府の儒官と

なり、我が国儒学史上屈指の学者となった佐藤一

斉をとりあげた。
一方飛騨では国学を中心とし、本居宣長の門下

で国学の振興普及に大きな力を占めた田中大秀を

はじめとして、飛騨最初の学問所「静修館．を開

いた赤田臥牛、大秀門下四天王の一人富田礼妻を

とりあげた。

本屋は、これら文人の遺墨40点、画26点、遺稿

22点、遺品25点の計113点の資料より構成した。

展示資料のうち、「白鴎社集会図＿．・藤本鉄石画
「梁川星巌肖像．・棒杭山画「佐藤一斉肖像」・

雲麟画「富田礼彦肖像」等肖像資料は可能な限

り展示し、人物理解の一助とした。また遺墨・画に

関しては、できるかぎり郷土とのかかわりの深い

もの、及び、その文人の真髄をうかがうにふきお

しい作品をとりあげた。例えは頼山陽に関しては

美濃来遊の折につくられたものを、梁川星巌につ

いてはより広く胎灸され、かつ星巌の勤王の志を

うかがうことができる吉野懐古を、また最も梅を

好んだ小原鉄心においては、その代表的遺墨「間

我梅花妙」等である。本展において、従来なお十

分な評価を受けるまでに至っていない神田柳漢に

っいて積極的に取り組み、諸種「南官話抄」をは

じめその大作「肢岨雑詩六曲一双屏風＿等を通し

て、そのすぐれた詩才を紹介することができたこ

とは、本展の大きな意義であった。またその準備

調査段階において、県下各地に散在現存するこれ

ら文人に関するすぐれた資料約250点に関し、

所在確認及び詳細な記録の作成を実施することが

でき、今後この分野の研究を一層発展させる上で

貴重な成果をおさめた。

このように本展が、多くの成果をおさめること

ができたのは、冨長蝶如・浅野忍・市原三三・神

樹弘・大野政雄の諸先生方の全面的協力によると

ころが大きい。とりわけ官長蝶如先生には、本展

全体の監修者として、貴重な示唆と多大な協力を

賜わった。ここに改めて深く感謝する次第である。
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3．資　料　紹　介　　　　　　　　　　　　　考古分野では、沖縄の墓制史・陶芸史上ざわめ

（1）土人形と中国の仏像12月17日～1月31日　　て重要な資料である厨子饗（壷型厨子蕃2点・御

これまで当　殿型厨子襲1点）と、九州で出土したと思われる

館に寄贈を受　弥生時代後期の合口窺棺1点、津南丸の内地内の

けた人文関係　電話敷設工事現場から発見されたS字口縁台付壷

資料は、およ　　3点、壷1点ほか土器片25点、そして、関市の旧

そ20，000点を　小金田小学校々庭より発見された蔵骨壷（10世

数えることが　紀）1点を展示した。

できる。その　　土人形の資料には、県内の土人形製作地の分布

いずれもが貴　と歴史・作り方と素材などを文と作図、イラスト

重なものであ∴∴によって解説した。

るが、いまま　　仏像は、宝慶寺石仏群の一つとも思われるの

でこれらの資　で、その問題点を説明し、厨子護については沖縄

料すべてを常　県立博物館上江洲均学芸員の研究報告書を参考と

設展示室で紹　　して解説を加えた。

介することは　　考古分野で注目されるのは、S字口縁台付饗で

できなかった　　ある。この土器は弥生時代中幕いわゆる山中期の

このため、今回寄贈を受けた数々の中から、民

俗・美術・考古の三分野に優品を選び県民に紹介

を行った。

民俗分野では、土の匂いのする懐しい郷土玩具
・土人形60点を紹介した。その内訳は、瑞浪地方

の産になるもの30点、長野県中野地方のもの12

点、高山産が3点、多治見系の産10点、伏見博多

系その他が5点で、いずれも昭和初期の製作にな

るものである。

このうち27点の土人形の背面には、人形を求め

与えた親と子供の名が年月入りで書き入れてあ

り、千旦林の熊谷家の　ノリコ＿」・iケイコ」・

「トモエ＿の三姉妹が、親の愛情にはぐくまれて

いた様子や、姉から妹に土ビナやヒナ壇の譲り渡

しなどがあったことを知ることができた。また、

病気・災難除け、招福開運の縁起を求める土人形

の素材にも時代色を見ることができた。

美術分野では、中国から渡って来た仏像3点を

紹介した。北魂様式の石造観音立像・唐様式の石

造仏頭部と塑造彩色頭部である。戦前に名古屋の

貿易商が求めたものを寄贈者が入手されたもの

で、石質は当館笠原学芸員の分析により、大陸産

の石灰岩と同じものであることがわかった。3点

ともデリケートな彫刻性がすみずみにまでみなぎ

り、美術的に貴重な資料である。
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東海地方に祖形が認められ、後期の元屋敷a類に

うげっがれ形態がととのい、b類にいたって普遍

的な特徴が規格されて東西に伝播した資料として

貴重なものである。

本資料紹介は、寄贈を受けた各位の御好意に報

いるとともに、文化財についての見識を深めそれ

によって文化財愛護の思想の輪が大きく広がるこ

とを期待したものである。

なお資料の寄贈を賜った方は次のとおりである

○土人形一散熊沢辰二氏（白川町）、成木一彦

氏（中津川南）　○仏像・厨子蕃・合口襲棺一

国井増太郎氏（岐阜市）　○弥生土器一服部勝

次氏（名古屋市）　○蔵骨壷一一藤村欣二氏（東

京・大田区）

＿霧霊 ������������護 ��
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（2）帰化植物　3月1日

／〉30日

博物館は、資料の収集

保存、展示と事業活動、

調査と研究の三本柱の有

機的結合体の機関である。

この資料紹介は、昭和54

年度科学研究費補助金

（奨励研究B）〔文部省〕

を得て、当館の小野木学

芸員が行った県下の帰化

櫨物の実態調査と収集活

動にもとづく成果を公開

したもので、博物館の三

機能がうまくからみ合っ

た催し物となり、マスコ

ミ界も大々的に報道し、

好評で捻った。展示内容

の概略は、下図及び写真

のようで、全部学芸員の

手づくり展示であった。

燕 �� 

懸 ��

、「粘 ∴∴汗∴一∴　　　　∴一∴∴ 

懇親結‾登臨盤整遜緩懇撥．醸＿議畿護欝i 

i‾　ii‾‾11．－．、一睡繭 劔 

i 

「／∴　　∵∴　∴∵／‘i∴′／∴ �� 儼伊ﾉ5ｩ7ｸ胸�2�∴∴∴ ∴∴ �� ��

葱 ��㌃：「∴∴∴ 

繕蔓 �����｢�ﾋ����r�∴　「 ��一線‾懸 

示楢戌の ��塞 ソえ 〕年 駒 
上馬 八・ツワ ★図表”リ 笹鯛凋広軌誠痢Iラ マッ訪弗：河ノセゾンクサ7耕 カマ′すけ梗1師を疎を ∵∵： 迄+��(�(�(�8�ｨｪ胃yZ援�e86ｨ8X�ｳ�x���+���jy}Y^94�/ｩ�(褸�9>ﾈ�(����ﾄ8顥n�-2�*(,(7X8�*�.r����ｨ擠%ｩ{�49v84�7H5�������^(�ﾂ�5�5�4ﾈ,h5｢��掩ｨ�ｸ��������ｨ�)g兔ｨﾘ(ﾚｨｷr�

∴三： 　属 �?�ﾋ�����ｩ)ｩ?���耳�B��Xﾋ��������h���H���i/��h�����X������� 

tjと煮痔的金種　　　　　　　　　　　　　と瑚調味10桟ク掛合わせ厚木 

勧統鴎欺翻僻的町筋一触杖，★諾霊競漕 
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4．資料調査収集活動

（1）人　文　部　門

：：∴一∴∴∴「∴∴　∴ 　　　　　　　i 

考　可　474 ��cT���vﾈ�鼎C��ｨ��3�Vﾃ33x�8����S�唐�

」竺∵」474 ∴∴「 ��X��?�9���������麌+x���h�����ﾈ���Xﾋ闔ｩ)｣��8�#ラ)ｨ蓼爾�i I一一一一一十－一丁言 i i 

二二一一二千膏二十∴∴十一一一♀：∴ 

計　　　　2，094 塔��#3Y?｣#�c��｣��Sss�涛�������8�S涛2�

1・資料寄贈者芳名一覧　（敬称略・順不同）

資　料　名　　　　　点数　芳　名

隆起線文深鉢復原縄文土器

（新潟県鳥高遺跡）ほか　21武馬　正敏

行灯・ランプ・箱枕ほか　46　富野小学校

愛国婦人会たすき　ほか　7　平光　単一

すり石・石斧ほか　　　3li閃　義澄

岩手竹中家文書

（延宝5年田地取高覚）

壷形土器（16世紀）

水車、手押除草機ほか

英文タイプライター

2・実物資料の購入

刀　銘濃州赤坂住兼元（室町時代）1日

志野茶碗（別i聖戯作）　　　　1点

3．複製資料の製作

触察資料　古墳時代武装男子埴輪（埼玉県

児玉郡田上）ほか　日時協斡旋12点

先土器時代の石器（西坂・赤十坂・

日吉神社・恵白山遺跡等出土）1組

木造延命地蔵菩薩半蜘象

（下呂町地蔵寺所蔵）1点
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複製には模型・ジオラマを含む（昭和55年3月31日現在）

館蔵資料紹介

●刀　銘薦州赤坂住兼元（長さ2尺4寸5分5厘、

反り6分、目釘穴3個）

本資料は、俗に関孫六・三本杉の名称で世間に

知られておるものであり、製作年代は室町期であ

る。この時期は全国的に美濃が最も力工数が多

く、戦国乱世以降の刀剣の需要に応じて、数打物

（かずうちもの）束刀（たばがたな）と呼ばれる量

産が行われた中にも、孫六兼元は和泉守兼定と並

んで著名な鍛工として入念な作品を残しで／、る。
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初代孫六は、通称で奉り、正しくは2代兼元の

ことで怠る。赤坂に住して製作したので、銘は

「濃州赤坂住兼元」と切られている。

2代兼元の特色の1つは、彼の創始した刃文に

捻って、互の目乱れが尖っているために三本杉と

いあれているところにある。この三本杉は、代が

下がると尖り形が鋭角的で規則正しくなるが、本

資料のような初期の孫六は、刃文の三本杉が必ず

しも鋭角的ではなく、頂点が丸みをおびた柔らか

みがあり、刃文が画一的でなくて、帽子が地蔵に

かかるところが見どころである。兼元のもつ一つ

の特色は、その切れ味にあるといわれている。地

肌に白気ごころがあって、これがいかにも地がね

の強さを示しているようだ。古川柳には「孫六

は婿引出にはよい刀」と歌われているように文字

通り子孫繁栄の縁起刀とされているが、桜田門外

の変での井伊大老の首をはねたのは関の孫六であ

るとも、或いは地蔵を真二つにした「地蔵切兼

元」ともいわれて、実際の作品そのものは斬れ味

抜醇の大業物（おおわざもの）として知られる幾

つかのエピソードをもっている。

本資料は上に述べたような初代孫六である2代

兼元の典型的な作風を有しており、銘の切り方が

細めのところから恐らくは初期のころ（永正年

間）の作品と思われる。当館が関市に所在してい

る故もあって、刀剣コーナーは常設として力点を

おき、年間4回のシリーズ展示を実施しており、

こうした地元に関係の深い実物資料を購入するこ

とは、当館の館蔵品の象徴的な意味あいからいっ

て喜ばしいことである。

●木造延命地蔵菩薩半脚像（像高39cm像幅23．5cm）

当館は仏像の複製に当たっては、仏像の形態に

より大別して如来・菩薩・明王・天部の各分野の

ものを製作する計画をもっているが、菩薩像の分

野ではこれまで観音像を製作したのについて、昭

和54年度には、現在多くの庶民に広く親しまれて

いる地蔵菩薩像を製作することにした。

地蔵菩薩は一般には、釈迦入滅後、弥勒菩薩

がこの世に再来して救済にくるまでの長い間、無

仏の現世にとどまって衆生を教化し救済するもの

だといわれ、我が国では平安時代の中ごろより末

法思想とともに広く信仰されるようになり、庶民

の生活に密着した行事（地蔵講・地蔵盆）なども

行われるようになった。そのためか、路傍の石仏

には多くの地蔵菩薩を見かけるが、その姿はすで

に仏陀の資格を得ているけれども、衆生救済のた

めに仮に僧侶の形をとっており、頭も髪の毛をそ

った坊主頭である。そして、左手に宝珠を持し、

右手に錫杖を執り、粗末な舐衣をまとった立姿或

いは座像が多い。

本資料の原像は、温泉街から束南方の静かな山

里の下呂町宮地地内にある地蔵寺の本尊として崇

拝されており、昭和46年県の指定を受けている。

本像は、路傍で見かける通学の地蔵菩薩像と異

なって寄木造、玉眼、全身総金色彩であり、諷衣

には唐草花紋様が施されており、製作年代は室町

期にさか上ると推定されるが、時代の古きの割に

図柄や金ぱくも鮮明である。そして、おおらかに

して慈愛に満ちた顔容は、いかにも衆生救済の地

蔵菩薩にふさわしい感じを与え左足を垂らした半

励座像であるところも異色であろう。更に、この

像を蓮台からはずして上にあげると、すっぽりと

中から胎内仏（像高12cm）があらわれ、これは本

尊に類似した総金色の地蔵菩薩座像である。本像

の製作等によって当館の仏像資料も堵加しつつあ

る。今後の展示内容を－一層多彩なものにしていき

たい。
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（2）自　然　部　門

：∴．∴∴∴∴：：一 劔l計 i 
動坤9・79015i 一一一一一十一一一寸一一一丁；－÷ 植物； 凵��P‾∴ i �9．920 2．044 
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複製には模型・シオラマを含む（昭和55年3月31日現在）

1．寄贈者芳名一覧　　　　　（敬称略・順不同）　ポンドテン

資　料　名

ネオペグログス

（ペルム紀のサメの歯）

ペタロダス

（石炭紀のサメの歯）

マガキ（二枚貝化石）

点数　芳　名　　トラツグミ

2　村田　正文　　ショウピタキ

シノロハラ

1　　　〟　　　　馬の右下頚白歯

2．常設展示資料の購入

1大谷　邦雄　　○巻貝化石（大垣市赤坂産）

∴∴：∴∴「 

∴ ����ｳ��ﾈ�ﾃ��ﾈ������ﾈ�ﾈ�S��ﾉ?ｨ耳����ﾃ��ﾈ�ﾃ�������ﾉ>Y�ｭ2�

∴∴∴ 

パラスピリファー（腕足類化石）1長屋　政秋

シルトスピリファー（腕足類化石）1　　〃

ニホンカモシカのへい死体

アユ生活史液浸標本

ウグイ生活史液浸標本

オイカワ生活史液浸標本

キイロスズメバチの巣

アフリカマイマイほか

ウスラカイほか

オオナルトボラほか

オカチョウジガイほか

ノゴマ
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2　下　呂　町

1駒田　格知

1　　　〃

l　　　　〃

1可児　孝子

24　安藤　義雄

46　松尾　良克

121大垣内　宏

赤坂金生山から産する海生動物化石は古くから

多くの種類が知られている。当館常設展示におい

ては「ペルム紀の海」コーナーでこれらのうち代

表的な種類の化石が展示してある。ここへ巻貝の

中でも一個体のみの産出が知られているもの（マ

ーチソニア）が加わった。

○片麻岩（吉城郡河合村元国産）

岐阜県北部にひろがっている飛騨変成岩類の中

には多くの種類の片麻岩が認められている。ここ

に登場した標本は一見花描岩に類似したもので、

有色鉱物は角閃石、無色鉱物は石英、長石類よりな

る。全体として粗い片麻状組織を呈する岩石で、

より典型的な標本といえる。

○貴君（本巣郡根尾村樽見）

頁岩は粘土又は泥質物を主体にした堆積物から

なるため分布や量は多いにもかかわらず意外に良

質の標本が得にくい。幸いトンネル工事によって

新鮮な頁岩の標本が得られたので今回展示替えを

することができた。この標本は美濃帯中・古生層

9　宮崎　　厚　の代表的な黒色頁岩で、全体として塊状で奉る

1高田　　武　が、剥理面はよく認められる。

弘

弘

勲

一

正

孝

　

　

　

　

堅

　

和

田

　

竹

　

光

　

　

野

山

　

角

　

佐

　

同

　

日

l

 

l

 

l

 

l

 

l



○ニホンカモシカ（益田郡下呂町産）

カモシカは「生きた化石＿」と呼ばれ、昭和30年

に国の特別天然記念物に指定されている。

当館では、国が行った「特別天然記念物カモシ

カ保護捕獲事業」のおりに捕獲され、下呂町で飼

育中に死亡した2頭を譲り受けた。これらを専門

家に依頼し、1頭は剥製標本、他の一頭は骨格標

本とした。現在、自然展示室Ⅱには幼獣が展示し

てあるが、今後、ここで製作した成獣と展示替え

する予定である。

3．化石資料の調査収集

根尾束谷川の流域では電源開発の土木工事がは

じまっている。一方この地域の古生層申からはこ

れまで知られていなかった頭足類をはじめとする

化石が最近相次いで発見された。そこで今年度の

調査収集は土木工事などで失われる化石資料をで

きるだけ保存し各方面への利用を考えるべく計画

された。今回は時間の都合により初鹿谷流域、岩

井谷南方、東谷川中流の各地区にしぼって調査し

た。作業は東京大学浜田隆士教授の指導により実

施したが、初鹿谷においてはあたらしく大型サメ

の歯を発見、また東谷川中流では謎の化石シカマ

イアの大型標本を採取するなどの成果を得た。そ

の他おもな収集資料はフズリナ、オウム貝、ウニ

のトゲなど約100点であった。

4．常設展展示構成充実準備調査

○岐阜県内産帰化植物の資料収集、及び、環境

のちかいと帰化種の侵入状況の生態的調査（実施

地域－各務原市内・御寓山麓）

○白山及び御岳山における植生景観並びに生態

写真撮影による写真資料の収集

○飯沼慾斉薯「草木図説」及び未刊行植物図等

についての文献調査

○南知多沿岸の海産貝額の資料収集、及び、そ

の生態調査

○岐阜県関南小屋名百年公園内の昆虫の採集及

び、生態調査

○岐阜県荘川村北部地域の濃飛流紋岩類の火山

層序についての調査

○岐阜県国見山東方地域の大雨見山層蔀の分布

層序に関する調査・収集（前年度より継続）

○岐阜県烏帽子岳北方の火山岩についての調査

収集

○活断層、特に岐阜県下に関するものについて

の文献調査（指導者一東京大学地震研究所松田晴

彦教授）

∴ ��≡綴 厦��
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5．教育普及活動

広報については、「くらしと学習」（GBS－

TV）「県政ロビー」（GBSラジオ）等の放送、

及び新聞、それに「くらしと県政＿l「くらしと学

習」「教育広報」等の広報紙を活用した。更に岐

阜市内の地下道3カ所、及び十六銀行柳ケ瀬支店

のショーケースを利用して、特別展のPRを積極

○　映　画　会

特別展等の開催期間中の日曜・祝日、また夏休

みは毎日、午前と午後の2回にわけて映画会を開

催した。上映映画は展示にかかわるものを中心

的にすすめた。

出版物は前年同様「博物館だより」（年3回）

館報、展示案内等を刊行したが、新しく「調査研

究報告」を発刊した。

館内外の行事は、新たに「人文教室」「自然教

室」を加えるなど、種類と回数を増加した。その

概要は下記のとおりで奉る。

に、広く文化財を紹介するもの、生徒・児童が見

ても興味を引くものなどを選んだ。その題名と観

賞者数は次のとおりである。

期　　　　　　　　間

（排護持昌月27日）

（累朝議紋日）

（灘即諾月14日）

（結茄30日の）

題　　　　　　　　　　　　　　　名　　　i　観覧者数

古代の美　紀文遺跡をたずねて　大昔の生活　日本の

古墳　ふるさとの歴史をたずねて　市原土人形

琉球の自然　大珊瑚礁の生物　木の一生∴あゆ　雷鳥

寒天の里　ふるさと岐阜　教育百年　ルーブル美術館

肢阜県の文化財（美濃編）　同（飛騨編）　同（濃兼

をめぐって）　長良川　パンダのふるさと　梁川星巌

と紅蘭〔スライド〕　村瀬藤城と秋水〔スライド〕

野原へいってみよう　おかしなおかしな星の国　帰化

植物〔スライド〕　帰化植物の生態〔スライド〕

○　自　然　教　室　　　　　　　　　6月17日（日）

本年度はじめて1日講座として自然教室を開催

した。当館の自然展示室1のテーマ　郷土の自然

とおいたち」の中から演題を選び、三人の講師が

スライドや実物資料を使って解説した。

①　日本最古の岩石をめぐって一一上麻生礫岩の

なぞ－名古屋大学理学部助手　足立守氏

加茂郡七宗町の飛騨川沿いにみられる上麻生礫

岩中には、今から約20億年前（中期先カンブリア

時代）の変成岩がよく円磨された礫として存在す

る。この日本最古の岩石などによって今から約2

億年前の岐阜県付近には北方の島列をひかえた海

があり、その島々をつくっていた岩石は先カンブ

リア代に大陸の一部となっていたものであろう。

②　美濃山地にナウマンゾウがいたころ

美山団体研究グループ代表　奥村潔氏

郡上郡八幡町美山地区の熊石洞は洪積世の哺乳

動物化石を産する。そのうちナウマンゾウ・オオ

ツノジカは中国大陸の黄土動物辞にあたり、温帯
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から亜寒帯の森林草原性の動物である。またへラ

シカは現在カナダ・アラスカ・シべリヤの針葉樹

林帯で生活している、亜寒帯から寒帯の森林性動

物である。熊石洞産の哺乳動物化石の時代は放射

性炭素による年代測定の結果、およそ16，800年前、

すなわち洪積世後期末であることがわかった。こ

れらの化石から当時の郡上一帯は、現在より相当

寒い亜寒帯的な気候下で、比較的ひらけた高原状

の地形を呈し、草原とその周囲に針葉樹を主体に

した森林がひろがっていたと考えられる。

（り　飛騨山地における白亜紀末期の火中活動

当館学芸員　笠原芳雄

白亜紀後半（約1億年前～7，000万年前）には

岐阜県の各地で激しい火山活動がおこり、その噴

出物は現在県土の3分のlをおおっている。この

活動は陥没運動にはじまり、酸性買入岩の逆人で

終ること、その間に生じた湖盆への堆積層の形成

などを伴う火砕流を主とする噴火であることが明

らかになった。



○体験学習会　「土人形の色付け」　　　8月10日（金）　講師：後藤久美〔市原土人形〕

対象：小5～中3　参加者数：46人　ほか父兄29人

昭和54年度は戦前まで三月節供の雛人形として

親まれていた土人形をテーマに選んだ。学習会の

ねらいは土人形づくりを通して子供たちに祖先の

生活の一端をふれさせるとともに、そこに込めら

れた素朴な心を少しでも感じてもらうことであっ

た。子供たちの生気ある、熱心な製作態度からし

て、その目的は幾分なりとも達せられたと思う。

以下、この体験学習会の概要を記す。

①10時開始。館長あいさつの後、趣旨等を説明。

⑪　ひなまつりについての解説……当館学芸員が

手引書を利用して、土人形が使われた昔のひな

まつりの様相をわかりやすく紹介。

⑤　映画「市原土人形」を鑑賞……土人形の製作

工程等を見ることで、学習意欲の高揚を図る。

④　土人形の飾りつけ……人形を直接触れたこと

で製作意欲が一層高まり、また、講師とともに

行ったことから、講師への親近感が深まった。

⑤　白生地づくり・・・・・・材料の土を人形の型に詰め

込む。乾燥を待って上を型から取り出し、表と

裏を泥水で貼り合わせる。

（㊦　午後1時から土人形の色付け……各自素焼の

人形（流し込みによるもの）に彩色。

⑦　反省会・・・・・・優秀作品を選定し、賞状を贈る。

そして講師及び館長からの「我々の身近にもす

ぼちしい文化遺産のあることを認識するととも

に、それを守り育てることを心がげろように。」

との言葉で午後3時半に学習会の幕を閉じた。

○標本の名前を調べる会　8月26日（日）　講師：井波一雄（植物）堀義宏（昆虫）及び当館学芸員

当館としては初めての催し物でもあってか参加

者の絶対数は少なかった。それだけに参加者自体

は、指導の先生方と、直接いろいろ話し合え、生

物の生態・形態について、採集時の注意・標本作

成の技術等についてまでじっくり質問したり、指

導を受けることができた。

参加者の実態は、

植物関係　20人（小学校1年生1人、2年生6人、

3年生2人、4年生1人、5年生6人、

6年生4人）

昆虫関係　5人（2年生2人、5年生3人）

岩石鉱物関係　　4人（1年生1人、5年生1人、

6年生2人）であった。

なお参加者の地域は、関市16人、岐阜市7人、

武芸川町5人、武儀町1人の総計29人であった。

この催し物を通して感じられた問題点及び今後

の課題としては、

1．学校教育の場では採集標本作成の技術指導が

ほとんどなされておらず、単なるコレクション

緩幾日‾－。i‾‾i‾ � �� 
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的収集が目立ち、何のために採集するかの科学

的な視点が全くない。

2．　したがって、博物館の教育事業の内容と　し

て、自然関係の標本の意義、採集のねらい、標

本作成の技術指導などが大きなウエイトを占め

るものと考えられる。

3．自然史科学の理念にそった収集活動の広まり

をめざすことが大切で、何の指導過程もない単

なる「名前を調べる会」では意味が少ない。
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〇　人文教室　　11月3日（土）　講師：同朋大学教授常長蝶如氏対象：大学生・一般

参加者数：75人

特別展「濃飛の文人」の開催を記念して文人の

素描及び詩文の解釈について公開講座を実施した

講座の日程と内容は下記のとおりである。

①10時に開会、館長あいさつ

②10時10分より講座「美濃の文人」

（㊦∴昼食後スライド観賞

④　午後1時より再び講座「飛騨の文人」

⑤　午後4時10分閉会

講座の会場は特別展示室で、参加者各自は椅子

を移動させて受講した。主な展示作品を観賞しな

から講師の解説を聴くのは効果的であった。特に、

作品を通して幕末の文人のIL、にふれる解説は、受

講者に感銘を与えた。また、解説に際して館が用

意した手づくりのテキスト（書画略解、46頁）は

参加者に非常に喜ばれた。これは、大垣文教之IL、

発掘顕彰会の御協力を得て作成したものである。

昼休みを利用して実施したスライド上映も好評で

○　自　然観察会「百年公園の自然観察」

百年公園一帯は、アカマツ林を主とした丘陵地

で、美濃平野部周辺の都市近郊の豊山を代表する

ものである。谷筋には、コナラ・アベマキ等の雑

木林もみられ、博物館をとりまく自然観察のこみ

ちは、意図的に植樹されたいろいろな生活型の樹

木も見られる。今回は、この自然観察のこみちと

百年公園をめくって、いろいろな森林のタイプを

観察し、森林のつくり、紅葉と落葉の意味を知

り、生態的な見方、考え方の基本に触れることを

ねらいとした。参加者は、記録作業の綴じ込まれ

た「自然観察の手びき」（6頁）を手に、2人の保護

者も一緒になって、楽しい野外観察会となった。

当日の日程の概略は、

①10時よりオリエンテーション・日程と会のね

らい、百年公園の自然（スライドを使いアカマ

ツ林の生態的位帯づげ、その特色及び観察の窓

の導入指導）の説明……研修室にて

②10時35分より野外観察会………野外で昼食

⑤　午後1時よりまとめの会（自然観察の手ひき
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あった。スライドはi梁川星巌と紅蘭　と「‾村瀬

藤城と秋水＿の2本で、いずれも館の製作による

ものである。

反省としては特別展の図録がほしいという多く

の方の要望に全く応じられなかったことがあげら

れる。

11月1日（日）　講師：当館学芸員　小野木三郎

対象：小5～中3参加者数：30人
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の記録をもとに、樹形、アガマツの多いところ

と落葉樹の多いところの環境のちかい、色づい

た葉の形や大きさ・色彩のちがい、人工林と自

然林のちかいなとの話し合い）

④　午後？同寺30分節散。今後は四季を適した観察

会の回数を増やし、自然教育の実践を深めたい


